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長期の資産形成への課題を考える 
長期の資産形成は、シンプルな投資スタイルであるべき 

『ポイント』 
l 長期の資産形成は、本来、シンプルな投資スタイルを当てはめることができる。 

l 長期投資は対象資産の収益性を得られる可能性が高まるので、換金の必要性や価格変動
の制約が少ないお金であれば、グローバルな株式への投資など収益性の高い資産を選ん
でもよいだろう。 

l 人生100年時代、また、老後も資産形成が求められる時代において、少しばかりの加齢と
ともに、過度にリスクを抑える必要はないだろう。 

l それに対し、他の投資目的と同じように、リスク水準の制約や多様なタイプの投資信託
など、多くの選択肢を提供することが長期投資を難しくしている側面がある。 

l 長期の資産形成のための投資が広がらないのは、保険商品が資産形成の主役になってい
ることもあるが、その背景には、シンプルでわかりやすい長期投資の基本型が提示され
ていないこともあるのではないだろうか。 
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シンプルなはずの長期の資産形成が広がらないのは、わかりやすさが欠けているのではないか 
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投資は長期の資産形成の主役になっていない 

（単位：億円）

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

現金・預金 181,680 186,476 150,320 212,305 214,339

債務証券（国債等） -24,207 -22,501 -16,745 1,268 -12,546

株式等・投資信託受益証券 -30,181 -10,984 -11,000 -59,172 -34,336

株式等 -66,765 -68,034 -21,437 -32,798 -36,535

投資信託受益証券 36,584 57,050 10,437 -26,374 2,199 投資信託等

保険・年金・定型保証 6,677 41,920 57,991 64,553 39,226

非生命保険準備金 10,286 7,696 13,750 16,243 224 主に損害保険へのお金

生命保険受給権 36,574 55,766 68,469 49,818 37,511 主に生命保険へのお金

年金保険受給権 -37,905 -29,729 -19,626 -4,065 -4,292 主に年金保険へのお金

年金受給権 -2,358 8,172 -4,211 2,236 5,339 確定給付、確定拠出年金へのお金

＜家計部門の主なお金の流れ＞ 

※日本銀行 資金循環表より 
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＜45歳からのつみたてＮＩＳＡ利用のイメージ＞ 

確定拠出年金だけでは、老後を見据えた長期の資産形成は十分にできない 



http://www.mab.jp/mab-index/ 6 

リスク許容度 
換金の可能性 

リスクへの抵抗感 
投資期間の長さ 

収益性を重視 リスク水準を重視 

長期の資産形成において、リスク水準への制約が小さければ、収益性を重視すべきではないか 

＜長期投資でリスク水準と収益性を重視する際のポイント例＞ 
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国内株式 

国内債券 

外国株式（先進

国） 
外国債券（先進

国） 

複合資産 

エマージング株

式 

エマージング債

券 
ハイイールド債

券 
ＲＥＩＴ 

投資信託 
元本確保型 

長期の資産形成において、国・地域の分散投資と収益性を重視する余地があるのではないか 

＜確定拠出年金における投資信託の割合＞ ＜投資信託の対象資産構成＞ 

※ＭＡＢの資産分類による 
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投資初心者を想定すると、分散投資を基調に、シンプルなパターンによる選択肢が望ましい 

日本株式, 32 

外国株式, 23 

米国株式, 4 

新興国株式, 
12 

国内2,3指数, 
3 

海外2指数, 1 

海外3指数, 2 

海外4指数, 7 

海外5指数, 2 

海外6指数, 7 

海外7指数, 2 

海外8指数, 
10 

ﾀｰｹﾞｯﾄﾃﾞｰﾄ

型, 3 

＜単一資産のファンド数＞ ＜バランス型のファンドシリーズ数＞ 

※2018年6月現在 
 インデックス型ファンドのみ集計 
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シミュレーションベースではあるが、リスクの高い外国株式でも損失可能性は低下する 

  10年間 20年間 30年間 40年間 

収益率（年率）中央値 2.9% 3.1% 4.9% 5.9% 

損失割合 25.7% 19.0% 13.9% 11.6% 
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＜投資期間毎のリターン分布＞ ＜投資期間毎の収益率（リターン）中央値と損失確率＞ 
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実績ベースでみても、長期投資ではリターンを安定的に獲得できる可能性が高まる 

＜グローバル株式における投資期間毎のリターンの推移＞ 

※リターンは円換算ベース 
※株式指数はＳ＆Ｐグローバル株式指数をもと
にＭＡＢが算出 
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長期の資産形成のわかりやすい基本型を示せないか 

長期の資産形成において、制約がなければ、収益性の高いグローバル株式（目標年到達後も
運用を継続するスルー型のターゲットデートファンドも含む）を中心にシンプルに考えるこ
とが、投資初心者にとってもわかりやすく、選択しやすいものになるのではないだろうか。 
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三菱アセット・ブレインズ株式会社 

アナリストグループ 
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〒107-0062 

東京都港区南青山1丁目1番1号 新青山ビル西館8階 

TEL：03-6721-1010 FAX：03-6721-1020 

URL：http://www.mab.jp/ 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1085号 

加入協会名 一般社団法人 日本投資顧問業協会 

l 本レポートに関する著作権、知的財産権等一切の権利は三菱ア

セット・ブレインズ株式会社（以下、ＭＡＢ）に帰属し、許可なく複製、

転載、引用することを禁じます。 

l 本レポートは、ＭＡＢが信頼できると判断した情報源から入手した

本レポート作成基準日現在における情報をもとに作成しておりま

すが、当該情報の正確性を保証するものではありません。 

l ＭＡＢは、本レポートの利用に関連して発生した一切の損害につ

いて何らの責任も負いません。  

l 本レポート中のグラフ・数値等は、あくまでも本レポート作成基準

日までの過去の実績を示すものであり、将来の運用成果を保証す

るものではありません。 

l 本レポートは、情報提供を目的としたものであり、投資信託の勧誘

のために作成されたものではありません。   

l MAB投信指数「MAB300」（以下、本指数）に関する著作権、知的

財産権等一切の権利は三菱アセット・ブレインズ株式会社（以下、

ＭＡＢ）に帰属し、許可なく複製、転載、引用することを禁じます。ま

た、本指数を商業的に利用する場合にはMABの利用許諾が必要

です。  
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